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１９８３年に福岡市役所の青年達によって福岡～長崎間として始まっ

た反核平和マラソンは、第４回目から広島平和公園が出発地となって今

年は３０回の節目となり、フランス、韓国から多数の代表団を迎えて盛

大に取り組まれました。（詳細別記）     報告者は神田孝さん 

 

〈会
費
更
新
の
お
願
い
〉  

来
年
１
月
で
前
回
納
付
か
ら
５
年
が
経
過
す
る
会
員
の

み
な
さ
ま
に
は
、
会
費
納
付
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
「退
職
者
の
会
」の
運
営
は
、

会
費
と
組
合
か
ら
の
補
助
、
行
事
毎
の
参
加
費
で
賄
っ
て
い
ま
す
。 

会
費
３
，
０
０
０
円
に
つ
き
ま
し
て
は
「
退
職
者
の
会
だ
よ
り
」
の
郵
送
費
（
年
５

回
程
度
）
と
各
行
事
毎
の
参
加
者
へ
の
通
信
費
に
支
出
し
て
い
ま
す
。
会
発
展
の
た

め
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

『
水
郷
柳
川
歴
史
の
路
散
策
と
川
下
り
』 

 

「
水
郷
柳
川
」
は
国
の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
、
福
岡
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。
川
辺
に

見
え
る
白
壁
の
家
並
、
柳
の
緑
と
川
面
を
伝
う
風
の
音
、
運
が
良
け
れ
ば
舟
入
の
結
婚
式
に

も
巡
り
会
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
秋
は
。
水
郷
柳
川
で
ゆ
っ
く
り
舟
遊
び
し
て
、
郷
土
料
理

を
堪
能
し
ま
す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

① 

日 

時 

10
月
17
日
（
土
）
９
時
～
18
時
（
帰
着
） 

② 

集
合
場
所 

＊ 

西
鉄
天
神
福
岡
駅
に
8
時
40
分 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
9
時
発
大
牟
田
行
き
特
急
電
車
（
二
日
市
で
乗
車
も
可
） 

③ 

日 

程 

天
神
福
岡
駅
発
（
9
：
00
）
→
柳
川
駅
着
（
9
：
50
）
→
川
下
り
乗 

 
 
 
 
 
 

船
場
（
10
時
30
分
発
）
→
御
花
で
昼
食
（1

2

：0
0

）
他 

④ 
費 

用 

５
，
１
５
０
円
（
柳
川
特
盛
切
符
：
往
復
乗
車
券
＋
乗
船
券
＋
食
事
代
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
に
入
館
料
が
５
０
０
円
程
で
す
。 

⑤ 

案 
内 

柳
川
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。（
無
料
） 

⑥ 

申
込
締
切 

10
月
13
日
（
火
） 

⑦ 

申
込
先
は
、
市
職
労
書
記
局 

電 

話 

０
９
２
‐
７
１
１
‐
４
９
４
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ｆ
ａ
ｘ 

０
９
２
‐
７
１
４
‐
４
０
１
３ 

＊
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
前
日
の
午
後
に
判
断
し
ま
す
） 



《
第
三
回
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・サ
ロ
ン
》 

意
外
に
知
ら
な
い
「
介
護
保
険
」
の
し
く
み 

 

退
職
者
の
会
で
は
７
月
22
日
（
水
）
に
天
神
芙
蓉

で
第
3
回
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
し

た
。
当
日
は
雨
が
強
く
降
る
中
で
し
た
が
、
18
名
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
介
護
保
険
」
と
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
を
、
前
回
好
評
で
し
た
福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
協
の

吉
野
道
利
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
野
さ
ん

か
ら
「
皆
さ
ん
元
市
職
員
で
す
か
ら
介
護
保
険
制
度
は

詳
し
い
で
す
よ
ね
？
」
と
聞
か
れ
、「
少
し
だ
け
」
と

答
え
た
人
が
二
人
、
他
は
言
葉
だ
け
は
知
っ
て
る
け
ど

制
度
の
中
身
は
知
ら
な
い
方
が
殆
ど
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
①
介
護
保
険
制
度
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
利
用
条
件
、
②
保
険
が
適
用
さ
れ
て
も
自

己
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
や
そ
の
内
容
な
ど
を
詳
し

く
説
明
受
け
ま
し
た
。
③
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
介
護

な
ど
複
雑
な
仕
組
み
で
、
④
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
業

者
は
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
原
則
だ
か
ら
、
⑤
悪
質
な
事

業
者
も
あ
る
の
で
よ
く
調
べ
て
決
め
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
な
ど
も
丁
寧
に
説
明
受
け
ま
し
た
。 

 

☆
子
や
孫
に
戦
争
す
る
国
を
残
さ
な
い
！
☆ 

 

第
33
回
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン 

 

33
回
目
を
迎
え
た
広
島
―
長
崎
反
核
平
和
マ
ラ
ソ

ン
、
１
９
８
３
年
に
福
岡
―
長
崎
間
と
し
て
始
ま
っ
た

取
り
組
み
は
、
第
４
回
目
か
ら
広
島
平
和
公
園
が
出
発

地
に
な
り
、
今
年
は
節
目
の
30
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

フ
ラ
ン
ス
・
韓
国
か
ら
も
33
名
が
参
加 

今
回
は
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
の
海
外
代
表
団
33
名
が

来
日
。
こ
の
う
ち
パ
リ
郊
外
の
ス
タ
ン
市
か
ら
高
校
生
、

大
学
生
を
中
心
に
し
た
陸
上
ク
ラ
ブ
か
ら
メ
ン
バ
ー

25
名
が
参
加
、
こ
れ
は
３
年
前
に
広
島
・
長
崎
を
走

っ
た
カ
デ
ロ
ン
夫
妻
が
「
広
島
～
長
崎
の
感
動
を
若
者

に
体
験
さ
せ
た
い
」

と
同
市
の
公
費
研

修
団
と
し
て
派
遣

し
て
き
ま
し
た
。
広

島
―
長
崎
の
全
区

間
に
メ
ン
バ
12
名

を
配
置
す
る
な
ど

今
回
の
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。
３

日
間
を
通
し
て
ス

タ
ン
市
の
Ｅ
Ｓ
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

は
若
い
だ
け
あ
っ

て
ス
ピ
ー
ド
も
あ
り
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
走
り
抜

け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
（
勤

労
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
）
の
５
名
、
韓
国
市
民
連
帯
の
３

名
も
暑
さ
に
め
げ
ず
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ン
市
の
高
校
生
25
名
が
タ
ス
キ
リ
レ
ー 

 

６
日
か
ら
８
日

ま
で
の
３
日
間
、
炎

天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
き
な
事
故

も
な
く
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
年
は
被
爆

70
年
、
原
発
被
害

地
の
福
島
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
東
京
、

広
島
そ
し
て
長
崎

の
１
８
０
０
㌔
を

「
核
兵
器
な
く
せ
」

「
戦
争
す
る
な
、
平

和
を
守
れ
」
を
沿
道
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

戦
争
す
る
国
に
す
る
な
の
声
を
大
き
く 

７
日
の
夕
刻
、
福
岡
市
職
労
な
ど
の
出
迎
え
の
中
、

福
岡
市
役
所
に
到
着
。
船
越
伸
登
志
委
員
長
が
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
今
年
は
ラ
ン
ナ
ー
、
ス
タ

ッ
フ
合
わ
せ
て
１
５
９
名
が
参
加
、
88
区
間
に
延
べ

５
５
０
名
が
走
り
ま
し
た
。
福
岡
市
職
労
か
ら
は
ラ
ン

ナ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
に
現
職
、
Ｏ
Ｂ
を
含
め
１
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 


